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セミナー物理基礎

加速度運動のグラフ

【１】（問題集ｐ８ 基本例題３）

物体が、直線上を点Ａ～Ｄまで運動した。

そのときの物体の速さ vと時間 tとの関係

は、図のようになる。次の各問に答えよ。

(1) 進行する向きを正とし、加速度 aと時間

tとの関係を表すグラフを描け。

(2) ＡＤ間の距離を求めよ。

(追加の問題)

(3) 進行する向きを正とし、変位 xと時間 t

との関係を表すグラフを描け。
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＜裏面＞

【２】（問題集ｐ10 問題21 改題）

図は、x軸上を運動する物体の速度 v〔ｍ/ｓ〕

と時刻 t〔ｓ〕との関係を表している。物体は、

t＝0 のときに原点を出発したものとして、次

の各問に答えよ。

(1) t＝2.0ｓにおける物体の加速度を求めよ。

(2) 物体が出発点から正の向きに最も遠ざかる時刻と、そのときの物体の位置を求めよ。

(3) t＝8.0ｓにおける物体の位置を求めよ。
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